
です�今回は�豊 平 区 �と�手 稲 区 �

定年後、この街で暮らしたいと思っていただけたこ
とを本当にうれしく思います。今、各大学でも社会

に対して開かれた大学を目指した取り組みを始めていると
思います。札幌では来春、市立大学が開設されます。大学が
知を発信していく、そういう役割を担えるよう、努めていきた
いと思います。�
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私たち夫婦は30代の頃に転勤で住んだ札幌に恋しまして、こ
の春、夫の定年とともに札幌に帰ってきました。子供たちば
かりでなくわたしたちのような年齢でも知的刺激を受け続け
たいと願っています。そういった場をもっと提供してください。�

大学の教室で開催された豊平区タウン
トーク。学生の視点で見たまちづくり
や、大学とともに歩む地域の取り組み
について、参加者は興味深く耳を傾け
ていました。�

大学はもっと知的刺激を�
発信してほしい�

南平岸地区　金田さん�
か ね だ �

大学と地域とのつながり�

ノルディックスキー世界選手権では、ジャンプ・ノル
ディックコンバインド・クロスカントリーの3競技が行

われ、世界のトップアスリートたちが札幌に集まります。�
開催までの日数を示す「カウントダウンモニュメント」を札幌
駅南口に置くなどのＰＲをしていますが、今後も市民の皆さん
に広がっていくよう盛りあげていきたいと思います。�

�

ノルディックスキー世界�
選手権をもっと宣伝して�

札幌大学　岡地さん�
お か ち �

西岡地区町内会連合会　佐々木さん�
さ　さ　き�

商店街と大学が連携した地
域おこし活動を進めています。
地域をより活性化させるために、
商店街と一緒にホームペー
ジを作ったり、地域のイベント
でアンケートをとって分析し
たりしています。�

西岡地域情報化�
推進協議会に�
参加している学生�

村岡さん�
むらおか�

ごみ拾いなどのボランティア
体験を通じて、実際に活動す
ることの大切さや地域の人々
の温かさを学びました。札幌
大学の学生として地域に認
めてもらえるよう頑張りたい
と思います。�

地域の課題�
解決に�
大学の力を�

交通安全の街頭啓発や除雪ボランティ
ア、春の緑化運動に学生が参加してく

れています。大学との連携をより深めて、立派なまちづくり
をしていきたいと考えています。�

大学が地域の中で本当に活用されていることをう
れしく思います。学生のパソコンの知識などは、実

は身近にその知識を必要としている人がいるんですね。そ
ういう人々に知識を伝えるという活動もとても大事だと思い
ます。またボランティア活動を通じて学生たちが地域の一
員としての自覚を持つことで、地域に根付いた大学として
の魅力が、より一層高まるでしょう。�
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豊平区タウントークメモ�■実施日／10月10日（祝）�■会場／札幌大学�
■参加人数／約90人�■発言者数／11人�

タウントークに関するお問い合わせは、 �
区役所（1ページ ）の総務企画課か�
市民の声を聞く課　211- 2042へ。�
内容は、市長のホームページ�
www.city.sapporo.jp/city/mayor からも�
ご覧いただけます。�

テーマ�

大会マスコット「ノルッキー」�

ボランティアを�
通じた地域への�

貢献�

やまがた�

ボランティア�
実習を行って�
いる学生�

山形さん�

ノルディックスキー世界選手権が札幌
で開催されることが、市民にはなかなか
浸透していないように思います。もっと
宣伝して、盛り上げていってほしいと思
います。�
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